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拡
げ
よ
う
「
た
す
け
あ
い
」

　
深
め
よ
う
交
流

　
　
強
め
よ
う
勤
労
者
福
祉
！

第
二
二
回
栃
木
県
勤
労
者
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
さ
れ
る

　

第
二
二
回
栃
木
県
勤
労
者

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

が
、
一
〇
月
一
四
日
（
木
）
に

宇
都
宮
市
サ
ン
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
八
九

名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ

た
。
大
会
当
日
は
、
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｆ

日
和
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
プ

レ
ー
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
の
中
に
は
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
十
分
発
揮
で
き
た

人
、
残
念
な
が
ら
発
揮
で
き
な

か
っ
た
人
と
様
々
で
し
た
。
ま

た
、
各
コ
ー
ス
で
は
、
日
頃
の

ス
ト
レ
ス
を
十
分
に
発
散
す
る

と
と
も
に
、
珍
プ
レ
ー
・
好
プ

レ
ー
が
相
次
ぎ
和
気
あ
い
あ
い

の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に

つ
い
て
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
か

ら
本
大
会
の
主
旨
を
十
分
理
解

し
て
い
た
だ
き
の
八
九
名
の

方
々
か
ら
温
か
い
善
意
の
カ
ン

パ
四
四
，
五
〇
〇
円
を
集
約
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
今
後
ゴ
ル
フ
大
会
に
多
く

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
頂
け
る

よ
う
案
内
文
な
ら
び
に
周
知
の

方
法
に
更
に
工
夫
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続

き
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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●実際のご融資金利はお申込み時点ではなく、お借入れ時点の金利が適用となります。●新規適用金利は毎月見直しを行いますが、金利情勢に
より月中に変更となる場合がございます。●別途、保証料が必要となります。保証料のお支払い方法は①『一括前払い方式』（例えば、20 年 1,000
万円のお借入れの場合、90,310 円～252,850 円）と、②『月次後払い方式』（年0.14％〜年0.36％をご融資金利に上乗せ）がございます。 

※別途、不動産担保取扱手数料として10,500円または31,500円（ともに消費税込み）がかかります。※返済条件の変更等に際し
て、別途手数料が必要となる場合がございます。※団体会員の構成員以外の方は、ご利用にあたって中央ろうきん友の会に入会す
ること、または当金庫の個人会員（最低出資金1,000 円が必要）となることが必要です。※ご融資の実行月により特約期間に満た
ない場合がございます。 ※ご返済が滞った場合は、金利引下げが受けられない場合がございます。※店頭やホームページでご返済
額の試算ができます。※所属会員によりご融資条件等が異なる場合がございます。※審査の結果、ローン利用のご希望にそえない
場合がございます。※店頭に説明書をご用意しています。※詳しくは〈中央ろうきん〉営業店までお問い合わせください。 

最寄の営業店及びローンセンターへお気軽に 

※2010 年 11 月 1 日現在 
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【
第
３
回
】住
ま
い
づ
く
り
の
方
法
に
つ
い
て

中
央
労
働
金
庫『
住
宅
に
関
わ
る
〝
知
っ
得
情
報
〟
』

一
、
設
計
施
工
一
体
と
分
離

現
在
の
住
ま
い
の
つ
く
り
方

は
、
お
お
き
く
分
け
れ
ば
、「
設

計
・
施
工
一
体
」
と
「
設
計
・

施
工
分
離
」
の
二
つ
に
な
り
ま

す
。

　

設
計
・
施
工
一
体
と
は
、
不

動
産
開
発
業
者
や
施
工
会
社
に

所
属
す
る
設
計
者
が
設
計
し
、

同
じ
会
社
が
施
工
す
る
か
、
施

工
発
注
す
る
方
式
で
す
。
建
売

住
宅
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
、
工

務
店
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

設
計
者
は
雇
用
さ
れ
て
い
る
場

合
と
下
請
け
で
設
計
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

設
計
・
施
工
分
離
は
建
主
と

設
計
者
が
設
計
契
約
を
結
び
、

相
互
信
頼
を
も
と
に
打
合
せ
を

重
ね
て
住
ま
い
の
設
計
を
し
ま

す
。
施
工
者
は
建
主
と
設
計
者

で
協
議
し
て
決
め
ま
す
。

施
工
段
階
で
は
、
設
計
図
書
ど

お
り
に
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る

か
監
理
し
ま
す
。
指
定
材
料
か

ど
う
か
、
材
質
の
検
査
、
施
工

が
設
計
レ
ベ
ル
を
確
保
で
き
て

い
る
か
な
ど
、
工
事
段
階
で
確

認
し
て
い
き
ま
す
。
設
計
者
は

専
門
家
と
し
て
建
主
の
要
望
を

追
及
し
ま
す
。

二
、
設
計
者
の
選
び
か
た

　

設
計
と
施
工
が
分
離
し
て
い

れ
ば
、
求
め
る
住
ま
い
が
で
き

る
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
設
計
者

の
中
に
は
住
ま
い
を
自
己
表
現

の
媒
体
と
と
ら
え
作
品
主
義
的

に
扱
う
人
も
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
建
主
の
要
望
を
追
及
し
た
こ

と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
な
に
よ
り
建
主
の
要
望

を
謙
虚
に
受
け
止
め
、
誠
実
に

応
え
る
設
計
者
を
選
ぶ
こ
と
で

す
。
新
た
に
住
ま
い

を
つ
く
ろ
う
と
す
る
建
主
の
要

求
と
希
望
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

打
合
せ
の
な
か
で
、
住
み
手

（
家
族
）
の
本
音
を
汲
み
取
り
、

引
き
出
し
て
、
対
話
と
協
議
を

丁
寧
に
重
ね
る
。
そ
し
て
理
に

か
な
っ
た
構
想
を
練
り
、
イ

メ
ー
ジ
の
共
有
を
大
事
に
す
る

こ
と
を
基
本
に
据
え
て
い
る
設

計
者
を
探
す
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
宣
伝
に
惑
わ
さ
れ

ず
に
、
直
接
設
計
者
に
会
っ
て

話
を
聞
き
、
設
計
で
大
事
に
し

て
い
る
こ
と
や
、「
担
当
し
た

過
去
の
実
績
事
例
」
を
見
る
な

ど
し
て
確
か
め
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
自
分
達
家
族
の
住
ま
い

づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
設
計
者

を
探
す
こ
と
。
こ
の
こ
と
に
労

力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
が
納
得

の
い
く
住
ま
い
づ
く
り
の
第
一

歩
と
言
え
ま
す
。

執
筆
‥
浅
川 

淑
子
（
一
級
建
築
士
）

保
健
福
祉
功
労
者
と
し

て
壬
生
町
か
ら
表
彰

コ
ー
プ
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
店

と
ち
ぎ
コ
ー
プ
お
も
ち
ゃ
の
ま

ち
店
（
壬
生
町
）
が
壬
生
町
の

保
健
福
祉
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
牛
乳
パ
ッ
ク
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
回
収
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
ゴ
ミ
を
減
ら
し

て
い
く
活
動
と
『
栃
木
県
に
お

け
る
レ
ジ
袋
削
減
に
関
す
る
協

定
』
を
締
結
し
、
レ
ジ
袋
の
無

料
配
布
を
中
止
し
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
て
廃
棄
物
部
門
で
の
表

彰
と
な
り
ま
し
た
。
十
月
二
四

日
の
第
二
四
回
健
康
ふ
く
し
ま

つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
の
中
で
他
の
受
賞
者
の
皆

さ
ん
と
共
に
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち

店
の
店
長
が
表
彰
状
を
頂
き
ま

し
た
。

と
ち
ぎ
コ
ー
プ
で
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
も
回
収
し
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
を
通
じ
て

世
界
の
子
供
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン

を
送
る
運
動
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ッ
プ
八
〇
〇
個
で
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
一
人
分
が
購
入

で
き
ま
す
。
世
界
の
発
展
途
上

国
に
は
栄
養
失
調
や
下
痢
、
又

は
予
防
で
き
る
感
染
症
で
命
を

落
と
し
た
り
、
後
遺
症
に
苦
し

ん
だ
り
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
ま
だ
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
さ
え
あ
れ
ば
命
が
助
か

る
子
ど
も
た
ち
は
、
世
界
で
一

日
に
六
〇
〇
〇
人
も
い
る
そ
う

で
す
。
こ
れ
ま
で
に
六
二
二
万

個
の
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
七

七
七
六
人
分
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
が
購
入
で
き
る
量
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
店
舗
の
業
務
の
中
か
ら

出
る
生
ご
み
、
廃
食
用
油
や
段

ボ
ー
ル
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な

ど
も
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま

す
。表

彰
状
を
手
に
す
る
大
島
店
長
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保
障
設
計
の
基
礎
知
識
〜
住
宅
保
障
①

保
障
内
容
を
し
っ
か
り
確
認

し
て
保
障
を
受
け
ま
し
ょ
う

地
震
に
対
す
る
保
障

～
地
震
保
険
～

住
ま
い
と
暮
ら
し
の

防
災
保
障
点
検
運
動

　

今
号
か
ら
は
、
住
宅
に
つ
い

て
の
保
障
と
な
り
ま
す
。
住
宅

保
障
は
「
火
災
保
険
（
共
済
）」

と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
る
た

め
、
保
障
対
象
が
「
火
事
」
に

限
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
て

い
る
方
が
少
な
く
な
い
よ
う
で

す
。

　

住
宅
保
障
は
大
き
く
分
類
す

る
と
左
の
表
の
通
り
と
な
り
ま

す
。
特
に
注
目
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
は
、
栃
木
県
で
は
市
街

地
を
含
め
て
数
多
く
発
生
す
る

「
落
雷
」
が
保
障
の
対
象
と
な

る
こ
と
で
す
。
近
年
は
被
害
が

激
減
し
て
い
た
落
雷
被
害
も
、

今
年
は
頻
発
し
、
県
内
で
多
数

の
被
災
受
付
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

落
雷
に
よ
る
主
な
被
害
は
テ

レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
「
家

財
」
の
被
害
が
多
い
で
す
が
、

ア
ン
テ
ナ
な
ど
に
落
ち
る
こ
と

に
よ
る
「
住
宅
」
の
被
害
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
風
災
・
水
害
の
よ
う

な
「
避
け
ら
れ
な
い
被
害
」
や
、

消
火
活
動
に
よ
る
水
漏
れ
の
よ

う
な
被
害
も
保
障
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
火
災
保

険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、

契
約
内
容
を
確
認
し
て
、
希
望

す
る
保
障
内
容
と
合
致
し
て
い

る
十
分
な
保
障
に
な
っ
て
い
る

か
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
加
入
を

検
討
し
て
い
る
場
合
に
は
、
保

障
の
範
囲
を
し
っ
か
り
確
認
し

た
う
え
で
の
ご
加
入
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

　

左
上
の
表
を
見
て
、
既
に
気

付
か
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、「
地
震
」
に
つ
い

て
の
保
障
は
「
火
災
保
険
」
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
震
に
備
え

る
た
め
に
は
「
地
震
保
険
」
へ

の
加
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
震
保
険
で
は
、
地
震

に
よ
る
火
災
も
保
障
対
象
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
火
災
保
険

で
は
免
責
事
項
と
な
り
、
保
障

が
受
け
ら
れ
な
い
事
由
と
な
り

ま
す
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

　

地
震
保
険
は
、
火
災
保
険
の

加
入
を
前
提
と
し
た
制
度
と

な
っ
て
お
り
、
地
震
保
険
単
独

で
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
そ
の
保
障
内
容
に
つ
い
て

も
、
火
災
保
険
の
五
〇
％
以
内

と
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
割

高
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
、
損
害

保
険
料
控
除
が
廃
止
さ
れ
、
控

除
対
象
額
が
損
害
保
険
料
控
除

よ
り
大
き
い
「
地
震
保
険
料
控

除
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に

よ
り
、
以
前
と
比
較
す
る
と
加

入
す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

保険金支払の対象に
なる事由

住宅火災
保険

住宅総合
保険 団地保険 火災共済

火 災・落雷・破 裂・
爆発・消火活動によ
る水漏れ・風災・ひょ
う災・雪災など

○ ○ ○ ○

給排水設備の事故に
よる水漏れ・外部か
らの落下・持出し家
財の損害・盗難など

× ○ ○ ○

水　害 × ○ ○ ○

地震・噴火・津波
※これらの要因に
　よる火災を含む

× × × △

が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

全
労
済
の
「
火
災
共
済
」
は
、

手
頃
な
掛
金
で
火
災
か
ら
落

雷
、
風
水
害
ま
で
充
実
な
保
障

が
あ
り
、「
自
然
災
害
共
済
」

を
付
帯
す
る
こ
と
で
、
地
震
、

盗
難
な
ど
、
さ
ら
に
保
障
範
囲

が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、「
自

然
災
害
共
済
」
は
、
掛
金
の
一

部
が
地
震
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
る
た
め
年
末
調
整
・
確
定

申
告
の
際
に
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

労
働
組
合
向
け
に
は
、
無
保

障
世
帯
の
解
消
を
目
的
に
、
住

ま
い
と
暮
ら
し
の
防
災
・
保
障

点
検
運
動
を
展
開
中
で
す
。
本

運
動
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答

え
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ご
自
身

の
災
害
に
対
す
る
備
え
が
ご
確

認
い
た
だ
け
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
組
合
員
の
保
障
内

容
の
確
認
や
、
保
障
見
直
し
の

機
会
を
作
る
と
い
う
点
か
ら
労

働
組
合
の
福
利
厚
生
活
動
の
一

環
と
し
て
も
、
ご
理
解
い
た
だ

き
多
く
の
組
合
に
実
践
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
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共済ショップ那須塩原店はこちら

第
六
三
回
栃
木
県
労
働
組
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果
に
つ
い
て

共
済
シ
ョ
ッ
プ
那
須
塩
原
店
が

開
設
い
た
し
ま
し
た

全
労
済
小
学
生
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
　
作
品
募
集
中

　

十
月
一
二
日
に
Ｊ
Ｒ
西
那
須

野
駅
近
く
、
国
道
四
号
線
沿
い

に
新
し
い
支
所
（
シ
ョ
ッ
プ
）「
那

須
塩
原
支
所
（
共
済
シ
ョ
ッ
プ

那
須
塩
原
店
）
が
開
設
い
た
し

ま
し
た
。

　

関
係
諸
団
体
の
皆
さ
ま
に

那
須
塩
原
支
所
エ
リ
ア
の
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
等
の
ご
協
力
い
た
だ

き
な
が
ら
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
十
月
末
ま

で
に
来
店
者
三
〇
五
人
、
新
規

加
入
者
一
一
五
件
と
、
好
調
な

ス
タ
ー
ト
を
き
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
、

ま
た
、
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
に
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

那
須
塩
原
支
所
お
よ
び

シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
全

労
済
の
理
念
で
あ
る
「
み
ん
な

で
た
す
け
あ
い
、
豊
か
で
安
心

で
き
る
社
会
づ
く
り
」に
向
け
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
労
済
東
日
本
事
業
本
部
お

よ
び
、
東
日
本
事
業
本
部
管
内

の
各
都
県
本
部
（
茨
城
・
栃
木
・

群
馬
・
埼
玉
・
千
葉
・
東
京
・

神
奈
川
・
山
梨
・
静
岡
）
で
は
、

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心

の
成
長
を
願
い
、
小
学
生
を
対

象
と
し
た
作
文
と
版
画
の
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
て
お
り
、
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
も
今
回
で
、
三

八
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
既
に
募
集
を
開
始
し

て
お
り
、
数
多
く
の
作
品
の
応

募
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

応
募
締
切
は
一
月
十
四
日
と
な

り
ま
す
。
お
子
さ
ま
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
応
募
方
法

に
つ
い
て
は
、
全
労
済
栃
木
県

本
部
事
業
推
進
部
小
学
生
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
係
ま
た
は
、
最
寄

り
の
共
済
シ
ョ
ッ
プ
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
優

秀
な
作
品
は
、
三
月
に
新
宿
で

開
催
さ
れ
る
中
央
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
品
さ
れ
、表
彰
さ
れ
ま
す
。

〈
テ
ー
マ
〉

　
作
文
の
部
　
テ
ー
マ

　「
わ
た
し
の
す
き
な
も
の
」

　
版
画
の
部
　
テ
ー
マ

　「
自
由
課
題
」

応
募
方
法
・
応
募
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
先

全
労
済
栃
木
県
本
部
事
業
推
進

部
小
学
生
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
係

〇
二
八
（
六
三
五
）
六
〇
三
一

①
第
六
三
回
栃
木
県
労
働
組
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日　

時　
　

十
月　

九
日
（
土
）　

九
：
〇
〇
～

場　

所　
　

鹿
沼
市　
（
鹿
沼
市
総
合
体
育
館
）

　
男
子
の
部

	

優　

勝　
　

富
士
通
労
働
組
合
小
山
支
部

	

準
優
勝　
　

日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
労
働
組
合
栃
木
支
部

	

第
三
位　
　

佐
野
市
職
員
労
働
組
合

	

第
三
位　
　

大
進
鉄
工
労
働
組
合

　
女
子
の
部

	

優　

勝　
　

労
福
協
選
抜
Ａ

	

準
優
勝　
　

東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
那
須
労
働
組
合

	

第
三
位　
　

Ｊ
Ａ
宇
都
宮

	

第
三
位　
　

宇
都
宮
市
職
員
労
働
組
合

②
第
六
三
回
栃
木
県
労
働
組
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
軟
式
野
球
大
会

日　

時　
　

十
月
十
六
日
（
土
）・
二
十
三
日
（
土
）　

九
：
〇
〇
～

場　

所　
　

駒
生
野
球
場
（
Ａ
・
Ｂ
）

	

優　

勝　
　

不
二
工
機
労
働
組
合

	

準
優
勝　
　

宇
都
宮
市
職
員
労
働
組
合

	

第
三
位　
　

日
産
労
組
栃
木
支
部
（
コ
ン
バ
ッ
ト
）

	

第
三
位　
　

日
産
労
組
栃
木
支
部
（
ノ
ー
テ
ー
ス
）
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親
子
で
も
の
づ
く
り

を
体
験
！

連
合
栃
木
の
活
動
紹
介

　

連
合
栃
木
・
金
属
部
門
連
絡

会
は
十
月
十
七
日
（
日
）
に
小

学
生
の
親
子
を
対
象
に
「
も
の

づ
く
り
工
作
体
験
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
『
雇

用
・
能
力
開
発
機
構
栃
木
セ
ン

タ
ー
』
が
主
催
す
る
「
も
の
づ

く
り
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
〇
」
の

一
部
ブ
ー
ス
を
借
り
て
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
に
、「
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
」、

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ソ
ー
ラ
ー

カ
ー
」
の
組
み
立
て
・
実
演
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
空

き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
活
用
し
た

「
サ
イ
ク
ロ
ン
式
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ク
リ
ー
ナ
ー
」
を
準
備
し
、

簡
単
な
掃
除
機
の
仕
組
み
を

知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
開
催
し

ま
し
た
。定
員
を
四
〇
組
と
し
、

午
前
と
午
後
の
二
部
構
成
と
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
先
着
順
で

の
募
集
と
無
料
工
作
と
あ
っ
て

予
想
を
は
る
か
に

超
え
た
親
子
（
四

九
組
）
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
毎
年
の
こ

と
で
す
が
、
子
ど

も
達
に
工
作
を
通

し
て
も
の
づ
く
り

の
楽
し
さ
を
体
験

し
て
も
ら
う
の
が

目
的
な
の
で
す

が
、
つ
い
つ
い
親

（
特
に
お
父
さ
ん
）

の
方
が
手
を
だ
し

て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
お
父
さ
ん
も

熱
が
入
っ
て
し
ま

い
、「
こ
こ
違
う
よ
！
」と
か「
こ

う
や
る
ん
だ
よ
！
」
と
い
っ
た

親
子
の
言
い
争
い
バ
ト
ル
が
あ

ち
こ
ち
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

最
近
は
、
完
成
さ
れ
た
物
が
売

ら
れ
る
時
代
で
材
料
の
加
工

か
ら
組
み
立
て
を
体
験
で
き

る
「
遊
び
感
覚
」
を
持
っ
た
も

の
づ
く
り
を
す
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
連
合
の
重

点
政
策
に
も
「
も
の
づ
く
り
基

盤
の
強
化
と
人
材
育
成
」
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
工
作
体

験
を
通
し
て
子
ど
も
達
に
、
も

の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
、
そ
し

て
親
子
で
一
つ
の
こ
と
を
や
り

遂
げ
た
と
い
う
達
成
感
を
一
瞬

で
も
味
わ
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
企
画
を
し
て
い
ま
す
。

連
合
栃
木
は
金
属
部
門
連
絡
会

を
通
じ
な
が
ら
来
年
以
降
も
継

続
し
て
開
催
を
し
て
い
き
ま

す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

連
合
栃
木
宇
河
地
域
協
議
会

働
く
人
の
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

と
ち
ぎ
宇
河
支
部
設
立
と
取
組
み

　

地
域
に
お
け
る
生
涯
福
祉
の

実
現
と
、
会
員
共
助
シ
ス
テ
ム

の
確
立
、
高
齢
社
会
に
お
け
る

豊
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
去
る
四
月
二
十
一
日
に
宇

河
支
部
設
立
総
会
を
開
催
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

専
従
の
相
談
員
と
し
て
関
谷

倭
一
氏
を
任
命
し
、
週
月
・
金

を
相
談
日
と

し
て
、
こ
れ

ま
で
活
動
を

進
め
て
き
ま

し
た
。

主
な
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
チ
ラ

シ
の
新
聞
折
り
込
み
を
八
月
に

一
回
、
宇
都
宮
駅
前
で
の
チ
ラ

シ
配
布
等
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

こ
れ
ま
で
雇
用
問
題
、
金
融
関

係
等
、
四
件
の
相
談
を
受
け
対

応
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

理
事
会
を
開
催
し
、
具
体
的
な

活
動
等
に
つ
い
て
協
議
し
推
進

し
て
い
き
ま

す
。

　

各
支
援
団

体
、
構
成
組
織

の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

宇河地協事務所内に設置された宇河支部（下栗町）

宇河支部相談事務所内の様子

宇都宮駅前での PR 活動

相談員の関谷氏
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福祉センター

※詳しくはパンフレット（契約概要）をご覧下さい。

〒320-0964 宇都宮市駅前通り1-3-1フミックスSTMビル

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）
宇都宮支社　TEL028-623-0192

〒320-0052 宇都宮市中戸祭町 821　県労福センター 6F

栃木ファミリー（栃木労生協　保険部）
フリーダイヤル　0120-839-816

（引受保険会社） （お問い合わせ先・募集代理店）「生きる」を創る。

医療保障の備えは万全ですか？
【主契約】
がんの保障

【特約】
がん以外の病気・ケガの保障

【特約】
女性の上乗せ保障

プラス プラス

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

書
道
教
室
で
見
学
会

大
門
碑
林
公
園
（
山
梨
県
）

　

十
月
三
日
（
日
）、
福
祉
セ

ン
タ
ー
書
道
教
室
の
受
講
生
ら

十
五
名
は
、
講
師
の
赤
澤
豊
先

生
を
お
連
れ
し
て
、
山
梨
県
に

あ
る
「
大だ

い
も
ん
ひ
り
ん

門
碑
林
公
園
」
に
見

学
に
行
き
ま
し
た
。

　

大
門
碑
林
公
園
は
、
中
国

陝せ
ん
せ
い西
省
と
山さ
ん
と
う東
省
に
あ
る
有
名

な
石
碑
を
、
中
国
三
大
博
物
館

の
一
つ
陜
西
省
碑
林
博
物
館
の

監
修
・
製
作
で
、
碑
創
建
当
時

の
ま
ま
に
復
元
さ
れ
た
公
園
だ

そ
う
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
赤
澤
先
生
に
石

碑
の
解
説
を
お
願
い
し
ま
し
た

が
、
各
石
碑
に
は
音
声
ガ
イ
ド

が
用
意
さ
れ
、
ボ
タ
ン
を
押
せ

ば
そ
の
石
碑
の
説
明
を
し
て
く

れ
ま
す
（
中
国
語
も
あ
り
ま

す
）。

日
本
の
書
道
で
も
楷
書
の
代
表

的
な
お
手
本
と
な
っ
て
い
る

九き
ゅ
う
せ
い
き
ゅ
う
れ
い
せ
ん
め
い

成
宮
醴
泉
銘
碑
（
六
三
二

年
・
欧

お
う
よ
う
じ
ゅ
ん

陽
詢
）
や
、
孔
子
廟
堂

碑
（
八
四
一
年
・
虞
世
南
）
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
た
く

さ
ん
の
石
碑
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
中
か
ら
一
つ
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
下
の
写
真
は
、
六

朝
時
代
の
張

ち
ょ
う
も
う
り
ゅ
う
ひ

猛
龍
碑
（
五
二
二

年
）
と
い
う
張
猛
龍
と
い
う
人

物
の
徳
を
称
え
た
碑
で
、
六
朝

時
代
の
北
朝
独
特
の
楷
書
「
六

朝
楷
書
」
の
書
蹟
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
十
一
月
の
二
回
の

講
習
で
今
年
度
の
前
期
講
習
を

終
え
ま
す
が
、
書
道
の
道
は
と

て
も
長
い
そ
う
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
先
生
の
お
手
本
に
習
い

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
う
字

に
た
ど
り
つ
け
る
よ
う
、
日
々

練
習
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
見
学
会
の
刺
激
を

受
け
て
、
以
前
よ
り
少
し
上
達

で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
練
習

の
成
果
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
ロ

ビ
ー
を
お
借
り
し
て
展
示
発
表

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足

を
お
留
に
な
っ
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。　
（
書
道
教
室
受
講
生 

小

平
晃
子
）

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の

よ
う
に
受
講
者
に
よ
る
活
動
も

応
援
し
て
お
り
ま
す
。

書
道
展
示
発
表
会

二
〇
一
一
年
一
月

中
旬
開
催
予
定

大門碑林公園（三郷町市川大門）

張猛龍碑　５２２年



栃木県労働者福祉団体統一機関紙 (8)

栃
木
労
生
協
活
動
の
ご
案
内

　

こ
ん
に
ち
は
、
栃
木
労
生
協

で
す
。
今
日
は
、
栃
木
労
生
協

の
営
業
活
動
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。
指
定
店
制
度
を
採
っ
て

お
り
、
組
合
員
の
皆
様
の
事
務

所
に
お
伺
い
す
る
と
き
、「
栃

木
労
生
協
指
定
店
」
の
名
札
を

つ
け
た
業
者
が
紳
士
服
、
呉

服
、
貴
金
属
、
時
計
、
め
が
ね
、

そ
の
他
販
売
に
伺
わ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
一
回
の
お
支
払

い
が
三
千
円
以
上
、
一
〇
回
ま

で
金
利
無
し
で
利
用
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
回
覧
方
式
で
チ
ラ

シ
を
月
一
回
を
目
安
に
送
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

九
月
末
よ
り
栃
木
労
生
協
指

定
店
会
で
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
成
「
栃
木
労
生
協
」
で
ぜ
ひ

検
索
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

マ
イ
ホ
ー
ム
・
リ
フ
ォ
ー
ム

を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
、
簡
単

に
は
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。

そ
ん
な
時
、展
示
場
で
見
た
り
、

聞
い
た
り
し
て
、
参
考
に
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
展
示

場
に
お
越
し
の
と
き
「
栃
木
労

生
協
の
組
合
員
」
と
言
っ
て
く

だ
さ
い
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
組
合

員
割
引
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

栃
木
労
生
協
に
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
け
れ
ば
、木
造
住
宅
、

地
産
地
消
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
業
者
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

栃
木
労
生
協
建
築
指
定
業
者

・
阿
部
興
業

・
山
中
商
会

・
カ
ナ
メ

・
Ｄ
ｒ
リ
ホ
ー
ム
サ
ン
セ
イ

・
栃
木
積
水
ハ
ウ
ス

・
栃
木
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム

・
パ
ナ
ホ
ー
ム
北
関
東

・
ト
ヨ
タ
ウ
ッ
ド
ユ
ー
ホ
ー
ム

・
ト
ヨ
タ
ホ
ー
ム
あ
お
い

・
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

　

栃
木
労
生
協
は
常
に｢

明
る

く｣
｢

元
気
に｣

｢

楽
し
く｣

を

合
言
葉
に
組
合
員
の
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
、
仕
事
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。
ど
ん
な
些
細

な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

県
内
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

特
集

①
宇
都
宮
市
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

二
〇
一
〇

開
催
日　

二
〇
一
〇
年
一
一
月

一
八
日
～
二
〇
一
一
年
一
月

一
〇
日

場
　
所　

宇
都
宮
市　

オ
リ
オ

ン
ス
ク
エ
ア
、
ま
ち
か
ど
広
場
、

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
街
路
樹

※
県
庁
と
市
役
所
を
結
ぶ
シ
ン

ボ
ル
ロ
ー
ド
の
街
路
樹
や
二
荒

山
神
社
前
の
バ
ン
バ
通
り
、
オ

リ
オ
ン
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
街
、

オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
広
場
な
ど

が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
ら

れ
る
。

（
問
い
合
わ
せ
先
　
宇
都
宮
中

心
市
街
地
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
実
行

委
員
会
　
〇
二
八
（
六
三
二
）

八
二
一
五
）

②
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
　

光
の
花
の
庭

開
催
日　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月

三
〇
日
～
二
〇
一
一
年
一
月

二
三
日

場
　
所　

足
利
市　

あ
し
か
が

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

※
関
東
最
大
一
三
〇
万
球
の
電

飾
で
彩
ら
れ
た
光
の
花
の
庭
。

特
に
電
飾
で
作
ら
れ
た
藤
色
の

花
房
は
、
春
の
時
期
を
想
像
さ

せ
風
に
揺
ら
め
く
様
は
本
物
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

（
問
い
合
わ
せ
先
　
あ
し
か
が

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
　
〇
二
八
四

（
九
一
）
四
九
三
九
）

③
う
ず
ま
冬
ほ
た
る
キ
ラ
フ
ェ
ス

二
〇
一
〇

開
催
日　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月

八
日
～
二
〇
一
一
年
一
月
一
〇

日場
　
所　

栃
木
市　

巴
波
川
の

常
盤
橋
か
ら
瀬
戸
河
原
公
園
・

う
ず
ま
公
園

※
蔵
の
街
を
流
れ
る
巴
波
川
の

両
岸
が
約
三
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

電
球
で
飾
り
付
け
ら
れ
る
。
光

が
反
射
す
る
水
面
は
幻
想
的
な

雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま

た
、
瀬
戸
河
原
公
園
の
内
の
高

さ
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
木
を
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
見
立
て
、
約

九
〇
〇
〇
個
の
電
飾
で
彩
ら
れ

る
イ
ル
ミ
に
も
注
目
。

（
問
い
合
わ
せ
先
　
栃
木
市
観

光
協
会
　
〇
二
八
二
（
二
五
）

二
三
五
六
）

④
道
の
駅
ど
ま
ん
な
か
た
ぬ
ま

ガ
ー
デ
ン
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

二
〇
一
〇

開
催
日　

二
〇
一
〇
年
一
一
月

三
日
～
二
〇
一
一
年
二
月
二
八

日場
　
所　

佐
野
市　

道
の
駅
ど

ま
ん
な
か
た
ぬ
ま

※
日
本
列
島
の
中
心
に
あ
る
こ

と
か
ら
「
ど
ま
ん
な
か
た
ぬ
ま
」

と
名
付
け
ら
れ
た
道
の
駅
。
イ

タ
リ
ア
ン
ガ
ー
デ
ン
を
中
心
に

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
装
飾
さ

れ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を

し
な
が
ら
眺
め
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
　
道
の
駅
ど

ま
ん
な
か
た
ぬ
ま
　
〇
二
八
三

（
六
一
）
〇
〇
七
七
）

⑤
二
〇
一
〇
み
な
み
な
す
タ
ウ
ン

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

開
催
日　

二
〇
一
〇
年
一
二
月

一
日
～
二
〇
一
一
年
一
月
五
日

場
　
所　

那
須
烏
山
市　

那
須

烏
山
市
南
那
須
庁
舎
隣
公
園

※
那
須
烏
山
市
役
所
南
那
須
庁

舎
と
な
り
の
公
園
を
中
心
に
開

催
し
ま
す
。
県
内
で
も
有
数
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
装
飾

ボ
ー
ド
を
は
じ
め
光
の
ア
ー
チ

な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
美
し
い
装

飾
で
見
応
え
十
分
。
壮
大
な
幻

想
の
世
界
へ
誘
い
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
　
那
須
烏
山
市

観
光
協
会
　
〇
二
八
七
（
八
四
）

一
九
七
七
）


